
9 Kami

　

４
月
18
日
と
４
月
24
日
に
、
開

催
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
「
令

和
２
年
度
行
政
連
絡
会
」
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、
香
美
市
内
３
会
場
す

べ
て
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

184
（
土
佐
山
田
121
・
香
北
39
・

物
部
24
）
あ
る
自
治
会
に
、
行
政

か
ら
報
告
書
と
事
前
質
問
に
対
す

る
回
答
を
送
付
し
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
に
つ
い
て
、
要
旨
を

紹
介
し
ま
す
。

　

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い

て
、
舟
入
小
学
校
、
な
か
よ
し

保
育
園
付
近
の
県
道
は
、
子
供

達
の
通
行
が
多
い
で
す
。
防
犯

カ
メ
ラ
を
設
置
す
れ
ば
安
全
対

策
の
一
つ
に
な
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

通
学
路
へ
の
子
供
見
守
り
カ

メ
ラ
の
設
置
に
つ
き
ま
し
て
、

各
学
校
か
ら
の
要
望
等
を
基
に
、

高
知
県
警
の
高
知
県
街
頭
防
犯

カ
メ
ラ
等
設
置
支
援
事
業
費
補

助
金
を
活
用
す
る
な
ど
し
て
進

め
て
い
ま
す
。
県
道
へ
の
設
置

の
場
合
、
県
の
同
意
も
必
要
に

な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
関
係
機

関
や
学
校
等
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

　

現
在
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
流
行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

様
な
時
に
、
持
病
の
あ
る
人
、

高
齢
者
の
方
の
避
難
所
で
の
割

り
振
り
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
設
備
等

あ
り
ま
す
か
。

　

災
害
発
生
時
に
開
設
さ
れ
る

小
・
中
学
校
等
の
大
規
模
避
難

所
で
は
、
施
設
毎
に
『
避
難
所

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
の
策
定
を

順
次
進
め
て
お
り
ま
す
。
避
難

時
に
配
慮
が
必
要
な
方
は
地
区

ご
と
に
把
握
し
、
個
別
の
空
間

が
保
て
る
よ
う
校
舎
内
の
教
室

へ
の
割
り
振
り
を
計
画
し
て
お

り
、
要
配
慮
者
用
の
設
備
等
に

つ
き
ま
し
て
も
、
数
に
限
り
が

あ
り
ま
す
が
組
み
立
て
式
ベ
ッ

ド
・
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
テ
ン
ト
の

導
入
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
感
染
症
対
策
と
し
て

は
、
マ
ス
ク
・
消
毒
液
も
備
蓄

し
て
お
り
、
避
難
所
で
の
感
染

拡
大
の
防
止
に
努
め
ま
す
。

　

自
治
会
へ
の
加
入
促
進
に
つ

い
て
の
要
望
が
各
自
治
会
か
ら

出
さ
れ
、
行
政
と
し
て
は
様
々

な
施
策
を
執
っ
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
が
、
町
内
会
の
加
入
率

は
ど
の
よ
う
な
数
値
で
推
移
し

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
自
治
会
加
入
者
に
特

典
等
の
メ
リ
ッ
ト
を
与
え
る
の

が
加
入
者
増
へ
の
早
道
だ
と
思

い
ま
す
が
、
以
前
「
自
治
会
加

入
の
特
典
付
与
は
で
き
な
い

か
」
と
提
起
さ
れ
た
と
き
に

「
自
治
会
連
合
会
的
な
組
織
が

な
い
の
で
で
き
な
い
」
と
い
う

回
答
で
あ
っ
た
と
記
憶
し
て
い

ま
す
が
、
『
自
治
会
連
合
会
』

を
作
り
特
典
を
付
与
す
る
と
い

う
方
法
は
と
れ
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

当
市
の
自
治
会
加
入
率
は
令

和
元
年
度
で
、
土
佐
山
田
54
％
、

香
北
75
％
、
物
部
88
％
で
年
々

低
下
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

自
治
会
会
員
向
け
の
特
典
付

与
に
つ
き
ま
し
て
、
他
市
町
村

で
は
、
『
自
治
会
連
合
会
』
な

ど
が
実
施
し
て
い
る
例
は
あ
る

よ
う
で
す
が
、
当
市
は
市
全
体

の
連
合
会
が
存
在
し
て
お
ら
ず
、

割
引
分
の
費
用
負
担
の
問
題
や
、

協
力
施
設
の
確
保
、
ま
た
自
治

会
会
員
証
の
発
行
・
管
理
等
と

い
っ
た
各
自
治
会
長
の
負
担
増

の
問
題
が
予
想
さ
れ
、
現
時
点

で
は
実
現
は
難
し
い
と
考
え
ま

す
。
当
市
と
し
て
は
、
自
治
会

員
の
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
、
自

治
会
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
状

況
で
、
自
治
会
の
加
入
促
進
に

繋
が
る
新
規
事
業
を
実
施
す
る

場
合
に
お
い
て
は
、
『
香
美
市

地
域
活
性
化
総
合
補
助
金
』
の

地
域
活
動
事
業
が
対
象
と
な
り

ま
す
。
活
用
さ
れ
る
場
合
は
、

随
時
ご
相
談
を
お
願
い
し
ま
す
。

『
自
治
会
連
合
会
』
に
つ
い
て

は
、
自
治
会
が
主
体
と
し
て
設

置
す
る
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
ご
了
承
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

問答

香
美
地
区
地
域
安
全
推
進

委
員
に
つ
い
て

自
治
会
へ
の
加
入
促
進

に
つ
い
て

問

問

答

答

わ
せ
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
支
部

は
土
佐
山
田
東
部
支
部
、
土
佐

山
田
西
部
支
部
、
片
地
支
部
、

繁
藤
支
部
、
香
北
支
部
、
物
部

支
部
の
６
支
部
が
あ
り
、
そ
の

支
部
に
は
更
に
複
数
の
班
が
あ

る
と
の
こ
と
で
し
た
。
特
に
定

数
が
決
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は

な
く
、
人
選
の
方
法
等
は
地
域

安
全
推
進
員
や
警
察
関
係
者
か

ら
の
推
薦
に
よ
っ
て
選
ば
れ
て

い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
地
域

安
全
推
進
員
の
総
数
は
現
在
73

人
の
方
に
協
力
い
た
だ
い
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
光
回
線

の
設
置
に
つ
い
て
、
南
岩
改
・

北
岩
改
・
萩
野
で
の
進
捗
状
況

を
伺
い
ま
す
。

　

香
北
町
地
区
で
は
、
平
成
25

～
26
年
度
に
か
け
、
市
が
施
設

整
備
に
補
助
金
を
出
し
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
西
日
本
㈱
に
よ
る
民
設
民
営

方
式
の
超
高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン

ド
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

南
岩
改
地
区
は
、
工
事
対
象
外

地
域
と
な
っ
て
お
り
、
光
回
線

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

南
岩
改
地
区
か
ら
の
要
望
書

に
よ
り
、
光
回
線
設
置
に
つ
い

て
、
令
和
２
年
３
月
２
日
に
Ｎ

Ｔ
Ｔ
西
日
本
㈱
高
知
支
店
へ
設

置
依
頼
を
行
っ
て
お
り
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
西
日
本
㈱
高
知
支
店
か
ら
は
、

光
回
線
設
置
要
件
の
ユ
ー
ザ
ー

数
、
距
離
、
立
地
状
況
等
の
条

件
を
踏
ま
え
た
上
で
、
設
置
の

可
否
を
検
討
す
る
と
の
回
答
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

 

ま
ず
は
、
地
域
住
民
か
ら
Ｎ

Ｔ
Ｔ
西
日
本
㈱
お
問
い
合
わ
せ

番
号
116
ま
た
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
お
問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム

へ
、
個
別
に
光
回
線
設
置
要
望

の
た
め
の
、
設
置
希
望
登
録
を

し
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

市
と
し
て
は
、
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
等
課
題
が
多
く
、
市
単

独
で
の
解
決
は
困
難
な
問
題
で

あ
り
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
㈱
等
の

通
信
事
業
者
が
国
県
等
の
補
助

金
を
活
用
し
て
、
企
業
努
力
に

よ
る
整
備
の
拡
大
を
、
引
き
続

き
要
望
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

防
災
無
線
の
屋
外
設
置
が
１

ヵ
所
し
か
な
く
、
中
心
地
区
以

外
は
全
く
聞
こ
え
な
い
で
す
、

な
に
か
対
策
等
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

屋
外
子
局
は
市
内

108
ヵ
所
に

設
置
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
広

域
で
あ
る
こ
と
か
ら
市
内
全
域

を
カ
バ
ー
出
来
て
お
り
ま
せ
ん
。

対
応
と
し
て
、
ス
ピ
ー
カ
ー
の

取
付
け
方
向
を
調
整
す
る
こ
と

で
、
で
き
る
だ
け
広
い
範
囲
に

音
声
が
届
く
よ
う
に
し
て
お
り

ま
す
が
、
屋
外
で
は
音
の
伝
わ

る
距
離
が
、
風
速
・
風
向
・
降

雨
な
ど
の
環
境
変
化
で
常
に
左

右
さ
れ
、
地
形
（
特
に
山
間
部

で
は
、
音
が
こ
だ
ま
す
る
）
た

め
に
、
設
置
箇
所
や
数
量
に
限

界
が
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
ま

せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
土
砂
災
害
警
戒
区

域
な
ど
逃
げ
遅
れ
が
人
命
を
脅

か
す
こ
と
に
な
る
地
域
に
は
、

夜
間
・
早
朝
・
気
象
条
件
に
か

か
わ
ら
ず
、
住
民
の
方
に
直
接
、

一
斉
に
避
難
情
報
を
伝
達
す
る

必
要
が
あ
る
た
め
、
戸
別
受
信

機
を
設
置
し
、
確
実
な
情
報
伝

達
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

屋
外
音
声
の
難
聴
対
策
と
し

て
、
放
送
と
同
じ
内
容
を
電
話

で
確
認
が
で
き
る
電
話
応
答
サ

ー
ビ
ス
、
登
録
制
の
メ
ー
ル
配

信
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
お
り

ま
す
。
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
配
信

す
る
緊
急
速
報
メ
ー
ル
や
、
L

ア
ラ
ー
ト
（
テ
レ
ビ
の
デ
ー
タ

放
送
）
で
の
情
報
伝
達
手
段
の

多
重
化
を
図
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
生
命
を
守
る
た
め
に
早
め

の
避
難
行
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

　　　

香
美
地
区
地
域
安
全
推
進
委

員
の
地
区
割
り
等
が
あ
る
な
ら
、

そ
の
方
法
（
人
選
等
）
及
び
市

内
の
総
数
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　

香
美
地
区
地
域
安
全
推
進
員

の
事
務
局
は
、
南
国
警
察
署
香

美
警
察
庁
舎
内
の
香
美
地
区
地

域
安
全
協
会
に
あ
り
、
問
い
合

問

問

答

答

防
災
無
線
が
聞
こ
え
な
い

下
水
道
工
事
の
説
明
に

つ
い
て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
光

回
線
の
設
置
に
つ
い
て

通
学
路
等
へ
の
防
犯

カ
メ
ラ
設
置
に
つ
い
て

避
難
所
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

整
備

問

問

答

答

☆貴重なご意見をいただきありがとうございました。

　
　

行
政
連
絡
会　

　
　
　

行
政
連
絡
会　

ー
質
疑
応
答
抜
粋
ー

ー
質
疑
応
答
抜
粋
ー

行
政
連
絡
会　

ー
質
疑
応
答
抜
粋
ー

　　

下
水
道
工
事
に
つ
い
て
、
下

水
道
事
業
の
説
明
が
不
十
分
で

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
受
益
者

負
担
金
支
払
い
後
の
水
道
利
用

に
つ
い
て
等
、
誤
解
さ
れ
て
い

る
方
が
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

工
事
の
際
や
事
前
に
誤
解
の
な

い
説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

使
用
開
始
に
つ
い
て
誤
解
を

招
き
、
大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
今
後
は
分
か
り
や

す
い
説
明
に
努
め
ま
す
。
多
く

の
地
域
で
は
、
負
担
金
を
納
入

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
す
ぐ
に

接
続
し
、
利
用
可
能
と
な
り
ま

す
が
、
平
成
29
年
度
施
工
分
に

つ
き
ま
し
て
は
、
香
我
美
橋
西

側
に
設
置
し
て
い
る
マ
ン
ホ
ー

ル
ポ
ン
プ
（
ポ
ン
プ
で
南
国
市

方
面
へ
送
り
出
す
施
設
）
へ
の

接
続
が
平
成
30
年
12
月
と
な
り

ま
し
た
の
で
、
使
用
開
始
が
平

成
31
年
度
に
遅
れ
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
施
工
す
る
令
和
２
年
度

施
工
分
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令

和
３
年
度
か
ら
の
使
用
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。
今
後
の
事
業
進

捗
に
つ
き
ま
し
て
は
、
誤
解
を

招
く
こ
と
が
無
い
よ
う
丁
寧
に

説
明
し
て
い
き
ま
す
。
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